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令和７年度第５回庁議 会議録 

 

［日 時］令和７年８月２５日（月）９時００分～１０時３０分 

 

［場 所］庁舎応接会議室 

 

［出席者］市長、副市長、教育長、参与、各部局長及び危機管理監 

 

［会次第］ 

１ 市長あいさつ 

２ 議  題 

（１）市議会定例会提出議案について             （関係部局） 

（２）令和７年度重要事業及び懸案事項の進捗管理について    （各部局） 

３ 協議事項 

 （１）令和８年度予算編成のポイントについて          （企画部） 

４ 連絡事項 

（１）第六次長期総合計画の中間見直しの進捗状況・今後の予定について 

                               （企画部） 

５ その他 

 

１ 市長あいさつ 

 

２ 議題 

（１）市議会定例会提出議案について             （関係部局） 

 

市議会定例会提出議案について説明。 

企画部からは、報告３件、認定１件、予算議案４件と会派説明の結果につ

いて説明。 

報告第１７号「令和６年度新居浜市継続費精算報告」については、一般会

計において、継続費を設定して事業を進めていた「清掃センター施設整備事

業」など５事業について、事業の完了に伴う精算報告を行うものである。 

 報告第２１号「健全化判断比率の報告」については、「地方公共団体の財政

の健全化に関する法律」の規定により、実質赤字比率等４項目の令和６年度

決算に基づく健全化判断比率について、監査委員の意見を付けて、議会に報

告するものである。 
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 報告第２２号「資金不足比率の報告」については、同じく「地方公共団体

の財政の健全化に関する法律」の規定により、水道事業など４公営企業の令

和６年度決算に基づく資金不足比率について、監査委員の意見を付けて、議

会に報告するものであり、４会計全てにおいて資金不足を生じていないこと

から、いずれの数値も表示されていない。 

認定第２号「決算の認定」については、令和６年度新居浜市一般会計歳入

歳出決算及び新居浜市渡海船事業特別会計歳入歳出決算など５特別会計歳入

歳出決算について、監査委員の意見を付けて、議会の認定に付するものであ

る。 

議案第６１号「令和７年度新居浜市一般会計補正予算（第３号）」について

は、介護基盤整備等事業等の公共事業をはじめ、公園整備事業等の単独事業

のほか、市民応援あかがねポイント事業費等の施策費及び経常経費について

予算措置するもので、今回の補正は歳入歳出それぞれ２億８，３２６万４千

円の追加となっている。 

議案第６２号「令和７年度新居浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）」については、国民健康保険事業に係るシステム改修費等について予算

措置するもので、一般管理費の今回補正額２０９万７千円の追加となってい

る。 

議案第６３号「令和７年度新居浜市介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）」については、令和６年度介護保険事業の精算に伴う償還金及び基金積立

金について予算措置するもので、償還金及び介護給付費準備基金積立金の今

回補正額を合わせた歳入歳出それぞれ２，３７６万９千円の追加となってい

る。 

議案第６４号「令和７年度新居浜市後期高齢医療事業特別会計補正予算（第

１号）」については、後期高齢者医療事業に係るシステム改修費について予算

措置するもので、徴収費の今回補正額９３４万１千円の追加となっている。 

 

     上下水道局から報告３件、認定１件について説明。 

報告第１８号「令和６年度新居浜市水道事業会計継続費精算報告」につい

ては、水道事業会計において継続費を設定して進めていた滝の宮送水場整備

事業について、事業が完了したことから、地方公営企業法の規定に基づき、

所定の継続費の精算報告するものである。 

報告第１９号「工業用水道事業会計継続費繰越計算書の報告」については、

工業用水道事業会計において継続費を設定して進めていた、管理棟の建替工

事を行う工業用水道、工業用水道施設強靱化事業について、事業が完了した

ことから、地方公営企業法の規定に基づき、所定の継続費の精算報告をする
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ものである。 

報告２０号「公共下水道事業会計継続費精算報告」については、公共下水

道事業会計において、継続費を設定して進めていた、除じん機、電気設備等

の設備更新を行う雨水ポンプ場改築事業について、事業が完了したことから、

地方公営企業法の規定に基づき、所定の継続費の精算報告を行う。 

次に、認定第１号決算の認定については、決算の認定において、令和６年

度新居浜市水道事業会計決算、令和６年度新居浜市工業用水道事業会計決算

及び令和６年度新居浜市公共下水道事業会計決算について、地方公営企業法

の規定に基づき、監査委員の意見をつけ、議会の認定に付するものである。 

 

       建設部からは報告１件、追加議案１件について説明。 

報告第２３号「専決処分の報告」については、令和７年４月１日に、市道

又野筋線において、駐車のため後進していた小型自動車が、道路側溝のグレ

ーチング上を通過した際に、グレーチングが変形していたためはね上がり車

両下部のオイルタンクを損傷させた修理費について決定し、令和７年７月１

４日に専決処分したものである。 

追加提出予定の議案「損害賠償の額の決定」については、令和６年５月５

日に、市道宇高中筋線と市道小松原宇高線の交差点に設置してあったカーブ

ミラーが強風で転倒し通行中の児童の頭部に接触し、負傷させた事故につい

て、損害賠償の額を決定しようとするものである。 

 

総務部からは、報告１件、条例議案２件について説明。 

まず報告第２４号「専決処分の報告」については、令和７年５月２０日午

後３時５分ごろ萩生の路上において、公用車が進行方向転換のため後進した

際、相手方カーポートの雨樋に接触し、損傷させた事故に係る損害賠償の額

の決定、専決処分したものである。 

次に議案第５７号「新居浜職員の勤務時間及びその他の勤務条件に関する

条例の一部を改正する条例の制定」については、育児休業介護休業等育児ま

たは家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部改正に伴い、仕事と育

児の両立支援制度の周知等を図るもので、妊娠、出産等についての申し出を

した職員及び３歳に満たない行を養育する職員に対し、面談等による両立支

援制度の周知や制度利用、働き方の意向聴取及び聴取した意向への配慮を任

命権者に義務づけるものである。 

なおこの条例は令和７年１０月１日から施行したいと考えている。 

議案第５８号「新居浜職員の育児休業等に関する条例及び新居浜市の単純

な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正す
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る条例の制定」については、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改

正に伴い、部分休業制度を拡充する事項を定めるものである。 

主な改正の内容は、非常勤職員に係る部分休業の対象職員の要件から、１

日の勤務時間に関する要件を削除し対象職員を拡大すること、勤務時間の初

めまたは終わりに限り承認可能とする取り扱いを廃止し、１日につき２時間

を超えない範囲で取得可能とすること、また、新たな部分休業の請求パター

ンを導入し、１年につき１０日相当の範囲で、１時間単位から取得できるよ

うにするものである。 

また、新居浜市の単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準を定

める条例についても、部分休業制度の拡充に伴う所要の条文整備を行おうと

するものである。なおこの条例は令和７年１０月１日から施行したい。 

 

市民環境部からは議案１件について説明。 

議案第５４号「新居浜市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定」について

は、個人番号カードの電子証明書の更新手続きについて、令和７年度から令

和９年度までにかけて、更新対象者の増加が見込まれることから、垣生郵便

局、新田郵便局、中村郵便局、外山郵便局の４局を指定し、個人番号カード

の電子証明書更新等の事務を委託できるようにするものである。 

更新場所の拡充により、市民の利便性の向上と、更新手続きの円滑化に繋

がるものと考えている。 

 

福祉部からは条例議案３件について説明。 

議案第５５号「新居浜市みんなで創る福祉のまちづくり条例の一部を改正す

る条例の制定」については、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関す

る法律の、一部改正に伴い、引用法令条項のずれが生じたこと等による所要の

条文整備を行うものである。 

議案第５６号「新居浜市特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例等の一部を改正する条例の制定」については、児童福

祉法の一部改正に伴い、引用法令条項のずれが生じることにより、所要の条文

整備を行うものある。 

議案第５９号「新居浜市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する

条例の制定」については、南海トラフ地震等の大規模自然災害において、災害

関連死等の正確な審査、及び速やかな弔慰金の支給等により、被災者の生活再

建をより迅速に支援するため、本市に災害弔慰金等災害審査委員会を設置した

いことから、新居浜市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正するもの

である。 
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なおこの条例は公布の日から施行したいと考えている。 

 

経済部からは条例議案１件について説明。 

議案第６０号「新居浜市観光交流施設及び管理条例の一部を改正する条例」

については、マイントピアの温浴施設について、昨今の物価高騰に対応し、施

設の適正な維持管理を行うため、使用料金を一部改正しようとするものである。 

改正の内容については、岩盤浴以外の温浴施設の金額について、大人１回、

税別６００円を７００円に、６５歳以上のもの、または障がい者は１回５００

円を６００円に、岩盤浴１回６００円を７００円に、それぞれ１００円引き上

げようとするものである。 

また、これに伴い、回数券の金額についても、改正案の通り引き上げること

としている。 

なお、この条例は令和７年１１月１日から施行したいと考えている。 

 

（２）令和７年度重要事業及び懸案事項の進捗管理について    （各部局） 

    

     企画部 

指摘事項 

・市公式 LINE の登録者数が伸び悩んでいる状況。自治会加入率の低下や

市政だよりの配布数減少に伴い、LINE による情報発信の重要性が増して

いる。全庁的な PR 体制を指示。 

・基幹業務システムの標準化およびガバメントクラウドへの移行について、

進捗状況確認。 

 

   福祉部 

   指摘事項 

・慈光園について、入所条件の緩和により入所者数を増やし、歳入の確保を

図る方針に転換。後は、次期指定管理者にこの方針を引き継ぎ、入所者の

意見を反映しながら、誰もが入りやすい施設づくりを進めてほしい。 

  

     市民環境部 

    指摘事項 

・地域の実情に応じた制度設計を進めるよう協議を促す。 

・男女参画市民相談の女性活躍推進事業所について、企業のブランド価値向

上や人材確保の観点から、県の認定制度を活用する方が効果的ではないか。

市独自の制度はマンパワーの面でも負担が大きく、県への紹介・支援に注
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力する方がいいのではないか。 

・地域ごとの防災備品や食料の備蓄量に差があることを認識。自治会による

食料備蓄の意義についても検討する必要があるのではないか。 

 

教育委員会事務局 

指摘事項 

・浮島小学校以外にも、多喜浜小学校や大生院地区など、複数の地域で学校

再編の動きがある。大生院では義務教育学校化の話も出ている。再編には

時間がかかるため、並行して複数の案件を進める必要がある。 

 

選挙管理委員会事務局 

指摘事項 

・知事選までに投票率向上のための工夫をお願いしたい。 

 

今年度あと２回報告をお願いする予定であるので、またこれに限らず他の事業等

も含め常にスピード化を意識し進捗管理を行いながら、各種事業の推進に努めてい

ただきたい。 

 

３ 協議事項 

（１）令和８年度予算編成方針のポイントについて         

企画部長より説明。 

 

４ 連絡事項 

（１）第六次長期総合計画の中間見直しの進捗状況・今後の予定について 

企画部長より説明。 

 

５ その他 

  なし 


